地名に は 意味の 分らない のが 多い。 これ はむしろ 当 

然の 事で ある。 地名 は 保存され つつ 永い 年代の 間に 

てんか 

転訛す る、 一方で 吾々 の 通用 語 はまた これと 別の 経路 

を 取って 変遷す るからで ある。 こういう 訳で あるから 

地名の 研究が 民族の 過去の 歴史 を 研究す る 上に 重要な 

意義 を もつ の は 勿論で ある。 しかし そういう 意味から 

地名 を 研究す る 場合に は、 現在の 通用 語 を もって 解釈 

しょうと する ので は、 無駄で な いまでも 有効で ない。 

結局 循環 論理の ような ものに 陥って しまう 恐れが ある。 

また 旧い 記録 例えば 記紀の) J ときものの 記事に あるよ 

うな 語源 説が 信用 出来ない という 事 は 既に 学者の 明白 



最近に 坪 井 博士 は その 著 『我が国 民国 語の 曙』 にお 

いて 四国の 地名に ついても 多少の 考証 をして おられる 

それ は 主として、 チヤ ム、 モン、 クメ ー ル、 マラ ョポ 

リ ネシァ 系の 言語に よ つ て 解釈 を 試みて おられる。 し 

かし 自分の 見る ところでは、 アイヌ 語らし い 地名 も か 

なリ 見受けられ るから ここに は 主に その 方の もの を 並 

ベ てみ る 事に する。 

タネ ザキ 

種 崎 アイヌの 「タン ネ」 は 長い。 「サッ カイ」 は 砂 

堆 ですな わち 長い 砂嘴。 (大阪 近くの 境 も 出 

雲の 境 も 砂嘴 か。) 

孕 「パラ モイ」 は 広き 静処で 湾の 名になる。 しか 



； 另 I お 夜ャ 韮ラ 物， 万 マ サ 比 

% 府プ 須ス 生 5 部べ々 マ 島 島 



し チヤ ムで 「ハラム」 は 閉鎖の 義 であるから 

その 方 かもしれ ぬ。 

「ピ」 は 小の 義、 「シュ マ」 は 石。 

「サ ト」 は 乾、 乾 出せる 岩礁 か。 

「ヌム」 は 沼 また ラグ— ン。 

「ポロ ぺ ッ」 大河。 

「ニナ ラ」 高原。 また 「二」 樹 「ォ 口」 豊富 _ 

「ヤシ」 網 を 引く。 

「ぺ ッポ」 小 河。 

別 役 「ぺッ チヤ」 河 「ク ッ」 咽喉。 また チヤ ムで 

「ポク」 は 遮断、 「チヨ ク」 は 山。 



仁 西 「二 セィ」 絶壁。 

野 見 「ヌム ィ」 豊漁の 湾。 

与津 「ェ ツイ」 岬。 

小 籠 「コム」 は 瘤、 また 小山。 「コム コム」 か。 

哇内 「カウン ナイ」 係 蹄 を かけて 鹿 を 捕る 沢。 石 

狩に もこの 地名 あり。 

加 江 は 岩の 割目。 

ォォ コゥチ 

大河 内 「ゥ— コッ」 川の 合流。 (この 名 は 諸国に 多 

い。) 

甲 殿 「コ タン」 は 村。 また マ レイで 「コ タ」 は 町 _ 

また ビルマ 語で 「コ— ンダ ー ン」 は 小さき 山 



「ヮ シ」 波浪 「ケ プ」 破れる。 また 「ケ」 場 

斤。 

一 ai 

「ヌ プ」 頂の 平たき 山 「タブ」 円頂 丘。 

「クサ ハ」 河 を 渡船で 渡る。 勿論 土 佐の 日 下 

は 山地で ある、 人名 等よ リ来 たで あろうが、 

すじん き 

もとは 渡し かもしれ ぬ、 崇神紀 に 「ク スハノ 

ヮ タシ」 というの が ある。 

「トン チ」 穴 (十 巿には 鍾乳洞が ある)。 また 

「ト ツエ」 は 沼の 潰れし 処。 また チヤ ム 「ト」 

は 中央 「テ」 は 場所。 十巿の 地名 は 記紀に も 



奈ナ 大 
路ロ 西 



ある。 

アナ ナイ 

穴 内 「オン ネ ナイ」 は大 川。 しかし また チヤ ム語 

でも 「ナイ」 は 河 または 河 辺の 野で あり、 ァ 

ィ ヌゃサ モア、 マ オリ 語で も 「アナ」 は 穴で 

も ある。 

戸波 「ぺッ パロ」 は 川口。 また モン 語で 「ウェア」 

は 平原。 

「ォニ ゥシ」 大きな 森。 

この 地名 は 土 佐 各所の 山中に ある。 アイヌで 

「ノル」 は 熊の 足跡で あるが、 ことによると 

「ナ」 河流と 「ロロ」 または 「口 ッ」 上 Ml の義 



ほとり 

かもしれ ぬ。 この 地名 は 大抵 河の 畔 にある 

から。 また 朝鮮で 「ナ ル」 は 山で あるが これ 

であるか もしれ ない。 

御畳瀬 「ピ パ」 牡蠣の 種類。 「シ」 は 在所。 「セ ッ」 

巣。 北海道に 地名 ビバ ゥシが ある、 バ チェ 

ラ ー はや はリ 「貝の ある 所」 と 解して いる。 

わが m に 変る の は 普通 だから これ は 同じ もの 

らしい。 

二 3 H 

仁 淀 坪 井 博士 は チヤ ム語 「二 オト」 塩魚、 塩 肉と 

している。 ビルマ 「二 アジ ョ— ク」 も 干魚で 

ある。 しかし アイヌと すれば 「二」 樹木 r ォ 



口」 豊富。 また マ レイ 「二 ァタ」 は 用材 樹木。 

仁 淀川と 塩魚 は 縁が 薄 い が 材木と は 縁が 深 い 。 

越 知 「ォ チ」 は 水の 渦 を 巻く 義。 

手 結 「タイ」 森。 これで はない らしい。 あるいは 

「ツイ」 切れる か。 ビルマで は 「テ ー」 砂。 出 

雲の 手 結 (タ ユイ) と は 必ずしも 同じで はな 

いか もしれ ぬ。 

津呂 「ツル」 は 突き出る。 二箇所の 津呂 いずれも 

国の 突端に 近い。 (長 律呂の ッロも 同じ か。) 

以布利 パタク 語で 「ィ フル」 は 前 同様 突端で これ 

が 律呂に 近く あるの は 面白い。 



と、 隣国 讃岐は 「サン ノッ ケゥ」 すなわち 顎 

おとが い 

であろう。 能 登が アイヌの 「ノト」 頤 であ 

る 事 は 多く の 人が 信じ ている。 

坪 井 博士の 説で はトサ はや はり チヤ ム 系の 言 

葉で 雨 嵐の 国 だそう である。 これ だと あまり 

有難くない 国で ある。 

こ * つち 

高 知 これ は 従来の 説で は、 河内すな わち デルタ だ 

そうで ある。 坪 井 博士の 説で は チヤ ム 語で 島 

である。 しかし アイヌ だと 「コ ツチ」 「コ ー チ」 

宅地と なる。 これ はまた マ レイの 「コ ー タ」 

堡塁との ある 関係 を 思わせる。 



土の 研究者に 何 かの 暗示 を 与える 端緒と もなら ば大幸 

である。 

(昭和 三年 一 月 『土 佐 及 土 佐 人』) 
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※著者が、 アイヌ 語との 関連 を 疑って あげた 地名 中の 

小 書き 片仮名に 関して は、 JISX0213 の アイヌ 語 表記 

用 片仮名の 面 区点 番号 を 添えて、 外字 注記し ました。 
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